
現代首里方言訳『沖縄対話』(3)

―「第三章　農之部」―

仲原穣・仲里政子・新垣恒成・国吉朝政　

はじめに

　本稿は仲原・比嘉・仲里・新垣・国吉（2012)、仲原・比嘉・仲里・新垣・

国吉（2013)（以下、仲原他 2012、仲原他 2013と称する)の続編であり、明治

13（1880)年に発行された『沖縄対話』
1

に記載された琉球語と現代首里方言の比

較のための基礎的研究である。今回は「第三章　農之部」を取り上げた
2

。

　『沖縄対話』は日本標準語の習得のための補助として琉球語が記されている。

しかし、本文の脇に片仮名で振られた琉球語の出自については『沖縄対話』に

記されていない。しかし、糖業研究会出版部（1916：6）のなかで「首里語であ

つて、護得久代議士の父故護得久按司朝常氏等」と説明されていることや、こ

れまでの仲原他（2012）（2013）で示したように現代首里方言との共通点も多い

ことから『沖縄対話』の標準語に併記された琉球語は首里方言であろう
3

。ただ

し、その首里方言が国立国語研究所（1963：19）で挙げられている「三つの階級」

のうち、どの階級のことばなのかが問題である。上に挙げた陶業研究会（1916）

の記述や現代の首里方言では使用されていない語や表現が一部にみられること

などから、「ウドゥントゥンチ」（王家と関わりの深い家柄の人々）のことばで

ある可能性があるのだが、詳しくは稿を改めて議論していきたい。

　今回取り上げた「現代首里方言」は、旧士族階級や旧平民階級のことばであ

る。両者の区別が全くないわけではないのだが、分けて示すほどの「差」では

ないため、本稿では「現代首里方言訳」としてまとめて掲載する。

　なお、現代首里方言で他の表現がある際は「備考」に記述した。また、話者
4

に

よって単語や表現が異なる場合にも、その差異を「備考」で示した。

　調査に用いたのは『琉球語便覧』に収載の『沖縄対話』である。当初は復刻

版『沖縄対話』を用いていた。しかし、『琉球語便覧』収載の『沖縄対話』には、「伊

波普猷氏に乞うて別に之を羅馬字で写して貰つた」（『琉球語便覧』凡例。旧字
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は新字に直して引用した。また、「歴史的仮名遣い」も「現代仮名遣い」に改めた)

「ローマ字表記」も併記されている。そこで底本を『琉球語便覧』収載のもの

に切り替えた。それに伴い、本文中の片仮名表記に疑問がある際に併記されて

いるローマ字表記が大いに参考になった。

凡　例

1. 調査で使用した『琉球語便覧』の本文（和文)、本文（片仮名)も表に取り入れ、

明治期の首里方言と現在（平成）の首里方言を対照できるようにした。

2.『琉球語便覧』本文の和文表記は漢字片仮名交じり文で書かれている。この文

は「歴史的仮名遣い」と「旧字体」で書かれているが、本稿では「現代仮名遣

い」と「新字体」に改めた。なお、漢字片仮名交じり文は、読みやすさを考慮

して漢字平仮名交じり文に改めた。このほか、本文の「和文」表記に際し、和

文の漢字に振られたルビを漢字の後の( )内に示す、踊り字を本字に置き換える、

分かち書きされていない箇所に空白を入れるなどの処置を行った。

3.『琉球語便覧』に標準語に併記された首里方言の記述には片仮名が使用され

ており、補助記号「・」（圏点）が記されている。しかし、圏点は非常に小さ

くて見づらく、読み手が読み誤りやすい。そのため本稿では圏点を使用せず、

片仮名表記で記した（「テ
4

」は「ティ」、「デ
4

」は「ディ」、「ト
4

」は「トゥ」、「ド
4

」

は「ドゥ」、「ヒ
4

」は「フィ」、「ヘ
4

」は「フェ」、「ホ
4

」は「フォ」、「シ
4

」は「スィ」、

「ヅ
4

」「ヂ
4

」は「ズィ」、「ツ
4

」は「ツィ」、「イ
4

」は「イィ」、「ウ
4

」は「ウゥ」

と表記する〔『琉球語便覧』のローマ字で確認済み〕）。このほか、長音を「ー」

に統一し、「子」は「ネ」と表記した。

4.『琉球語便覧』のローマ字表記は紙幅の都合により割愛した。

5. 現代首里方言の記述は、広く一般に利用してもらえるように音声的仮名表記

にした。片仮名表記は西岡・仲原（2006[2000]：192―193)の表記を採用し

たが、句読点に関しては現代日本語に準じて補って示した。ちなみに、首里

方言には特殊な発音がいくつかみられるため、以下のように特殊な片仮名で

表記する。

　　「ッワ」「ッヤ」「ッン」「ッウィ」「ッウェ」「ウゥ」「イィ」「ン」

　　/ʔwa /  /ʔja/    /ʔN/　  /ʔwi /       /ʔwe/　    /’u/     /’i/    /’N/

6. 会話文は、一つ一つの会話を一つの枠内に入れた。会話文の区別については

『沖縄対話』を参照した。ただし、『沖縄対話』では話者を○、○○で区別し

ているが、いくつか適合しない部分もあった。そこで本稿では、同一人物が

発した会話は同じセルに入れた。なお、会話文には各回ごとに通し番号（No)

を付した。
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おわりにかえて

　上に掲げた現代首里方言版『沖縄対話』は、沖縄県立芸術大学附属研究所で

行っている研究会
5

によって得られた言語資料の一部である。この取り組みの目

的は通時的な研究の基礎的な資料の作成に重点が置かれているが、将来的には

言語継承の際に必要となる文法書や教科書の例文などにも利用できると思われ

る。

　133年前と現在の首里方言は共通点や相違点がそれぞれみられる。以下に明

治期と現在の首里方言の共通点をいくつか示し、仲原他（2012：30）（2013：

152―154）で言及していなかった相違点も挙げる。

1. 共通点

(1)ハ行子音/hw/の保持

　「沖縄語」（沖縄中南部方言）のハ行子音イ段音やエ段音は、多くの地域で

/hi//he/になるが、首里方言は現在も/hwi//hwe/を保持している。

例）

「カチヌハナ　フィノー」〈垣花辺りは〉（第三回　農之部　第二回 No.7）

(2)ヤ行/ji//je/とワ行/wu/

　日本語(共通語)ではヤ行「や・ゆ・よ」、ワ行「わ・を」以外の発音は中世か

ら近世にかけて消滅し、共通語では「を」も「オ」と発音するので、さらに拍（モー
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ラ）が減っている。明治期の『沖縄対話』も現代首里方言訳『沖縄対話』も見

出しに示した発音を保っており、ヤ行の拍（モーラ）は/ja , j i , j u , j e , j o /、ワ行

の拍（モーラ）は/wa,wi,wu,we,wo/である。

(3)助詞/uti/〈～で〉〈～に〉

　日本語の助詞「～で」は「首里方言」では①道具・材料・手段を表す「～サー

ニ」、②場所を表す「～ウゥティ」「～ウゥトーティ」（「～ンジ」）、③移動の方

法を表す「～カラ」の3種類になる。以下の例文は日本語の文では「～に（は）」

だが、首里方言では〈～で〉を表す助詞/uti/と〈～は〉を表す助詞/ja/が融合

して/uteR/になるものである。

例）「チヌーヌ　カジウゥテー」〈昨日の風には〉（第三回　農之部　第二回

No.3）

2. 相違点

(1)疑問の係助詞「～ガ」の減少

　明治期には多用される表現が、現代首里方言で減少しているものとして係助

詞「～ガ」がある。文末の「ga結び形」（～ラ語尾）と呼応して「疑問」を表すが、

現代首里方言では係助詞「～ガ」を用いず、文末に疑問の終助詞「～ガ」また

は「～ガヤー」を用いるのが一般的である。
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例）日本語文「葱は如何でござりますか。」（第三回　農之部　第二回、No.15）

　　明治「ビラー　チャーガ 　ヤヤビーラ。」

　　現代「ビラー　チャー　ヤイビーガヤー。」

　係助詞「～ガ」と文末の「～ラ」の構文は、「～でしょうかね～」のような

表現であり、直接的な疑問文の「～ですか」よりも柔らかく上品な言い回しで

ある。また、問いかけられた側が同意も否定も行い易いという利点がある。し

かし、他方で聞き手によっては「まどろっこしい」と受け取られることもある

のが欠点である。80代以上の話者にとっては首里方言らしい表現だと感じる

ようであるが、70代以下の話者は積極的に使用していない。

(2)語彙

　明治期の首里方言と現代首里方言では以下に示すように別の語彙を使用する

例が多くみられる。ただし、明治期の首里方言の語彙が「ウドゥントゥンチ」

階級のことばの特徴である可能性も否定できないため、単純に通時的な変化と

して捉えるのではなく、位相の違いの可能性にも注意を払っておくべきであろ

う。ここでは「第三章　農之部」の各回から1語ずつ示す。

日本語
首里方言

回,番号
明治 現代

大豆 デーヅィ トーフマーミ 第一回,No13

名産 イィーサンムツ イィーブッサン 第二回,No.19

損毛 スンジ ウースン 第三回,No.6

随分 ヅィーブン イッペー 第四回,No.7

注

 1.『沖縄対話』は明治13（1880）年に沖縄県学務課によって編集された教科書である（上下

2巻の分冊）。本永（1983：554）では本書の作成理由について「廃藩置県直後の沖縄で

共通語を教えるため」としている。

 2.「農之部」は、明治13年刊行の初版本『沖縄対話』では「第三章」、明治15（1882）年

の改正再版では「第四章」である（改正再版本では初版本で第八章であった「名詞之部」

が第一章に編成されている）。本稿は初版本の目次の編成通り、「第三回」とする。なお、

仲原他（2012）（2013）の表題や本文に示した「四季の部」は「四季之部」、「学校の部」

は「学校之部」が正しい。
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　3. この首里方言に関して、本永（1983：554）は「内容は、ごく日常的な語句と会話文を

とりあげて、共通語と方言（首里の貴族語）の対訳を並記したものである」との見解を

示している。

 4.  本稿の話者は、首里で生まれ育った仲里政子氏（1923年生）、新垣恒成氏（1932年生）、

国吉朝政氏（1940年生）である。

　5. この首里方言の研究会の名称は「首里言葉の集い」で、設立は1998年である。当時沖

縄県立芸術大学美術工芸学部教授の加治工真市氏(現在は名誉教授)が「滅び行く首里方

言を記録、保存しておきたい」という目的で創設した研究会である。中村春子氏や故

比嘉恒明氏、新垣恒成氏らが初期メンバーであり、現在は仲里政子氏、渡名喜勝代氏、

山田美枝子氏、国吉朝政氏、大道好子氏、知念ウシ氏、仲原など首里方言に関心のあ

る人々が集い、毎週水曜日に研究会を開催している。
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